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1.緒言
今，学習者たちが自らの学習を企画する段階にきて
いる.市民たちが自ら地域の学習講座を企画圃立案し
たり，イベントを企画・実施したりする事例が多く
なっているのである.なぜ，とのような「市民が頑張
る現象jが出てきたのか.市民が企画立案の段階から
自主的活動をするようになるには，どのような発展段
階があるのかを明らかにする必要がある.
まず，社会の動向に自を向けてみよう.今，市町村
の講座の改革が求められている 改革は何時の時代で
も必要である.では，なぜ今，市町村の実施する講座
の改輩が必要だろうか.大きく 2つの理由が考えられ
る.その切り口は一つには，行政のilUと市民(住民}
の担ijからの視点である 二つには「カネjと{ヒトj
の視点である.すなわち，近年の行政は財政再建を迫
られており，財政的に「無い袖は振れないj逼迫した
状態であり，予算削減が行政内で全庁的に行われてい
る閉行政の関係施策事業費の削減，人件費の削減の原
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因はここにある.
このような現状の中で，一方の住民の側から見ると，
地域には，自主的活動ができ，行政施策への協働活動
ができる「素晴らしい人材jがいると言うことである嗣
特に，いわゆる， r敗戦後の経済大国日本を築いてき
たjといわれる，間塊の世代が定年を迎え地域に回帰
してくれることが期待される今，地域の人材活用が求
められているのである.またg 生涯学習の視点から見
ると，我が国の生涯学習の推進施策により，学習し，
その学習の成果を積み上げた人たちの活用がポイント
である すなわち g 学習の成果を積み上げた人たちが，
その成条を「仕事や自分のキャリアアップJrボラン
ティア活動Jr地域貢献活動jに活かしたいと思う人
が増えているといえよう.今や，地域には多様な人材
が存在するのである そこで，学習で成果を積みよげ
た人たちを活用した地域課題の解決プログラムの開発
が求められるのである.
さらに強調したいのは，約60年ぷりに改正された
「教育基本法jの前文においてト・公共の精神を尊
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ぴ，豊豊かな人間性と創造性を備えた人聞の育成を期す
る・ー jが加えられたこと.また，その f教育の目
標jに r3 ・・公共の精神に基づき，主体的に社会
の形成に参闘し，その発展に寄与する態度を養うjが
加えられ，まさに. r公共Jを担う人材の育成と活用
が求められるのである
本研究は，福岡県古賀市の「コスモス市民講座スタ
ッフ(サボー ター }養成講1'lE.Jにおいて，筆者が企画
の段階から，行政担当者や市民実行委員のメンバーと
ともに協働した実践がJ研究であり，その企爾盟実施過
程を時系列で検証する回そして，この講座はMを求め
て企画立案したか.その背景は何か.講座の実施過程
の成果と分析.今後の展望について論述したい.
2.古賀市 fコスモス市民講座スタッフ
{サポーター}養成講座jの現状
古賀市では平成14年度より市民 A般を対象にコス
モス市民講座を実施しているー平成20年現在7年目
である1)との講座の特色は，市民サボーターが市
民の生涯学習活動全般を推進するため，行政と協働し
てさまざまな学習プログラムを実施している調サボー
ター養成講座はまさにサボーターの養成による講座支
援である的.
1)時代とともに変容量改善してきた市民講座
古賀市の市民講座は伝統がある舗その源流は社会教
育・公民館事業として実施されていた. (前担当者の
荒JI登志子氏と現担当者の山本節子氏の覚書等を義に
概要を考察し，記録として残しておきたいj すなわ
ち. r成入学級(生き甲斐) =茶道，華道，習字，詩
吟，陶芸，民舞，民謡，フラワーアレンジjや「成入
学級{語学) =英語，中国語，韓国語J• r女性大学
(社会的課題の学習や視察研修)J • r高齢者大学(社
会的課題の学習や視察研修，実習)J等である社会
教育や公民館がJよく・多様な住民の趣味教養等の学習
要求に応えていた時代であり，それが求められていた
時代である よって，参加者も多かったのである.
その後，平成12・13年度ごろから変革が求められ
てきた.それは，公民館事業の課題として「成人学級
等は学習要求の高度化に対して初級・中級クラスに編
成して実施し要望に応じてきた. その後，講座が継
続し，実施年数が長くなると新規の受講生が5人未満
になる教室が多くなってきた.そこで，自主運営を促
し，自主サークルづくりをしてきた.Jまた「学習内
容での課題jとしては，女性大学，高齢者大学それぞ
れに共還のテーマであるのに運営は別々に行ってい
た曙そこでp 実行委員会制度のあり方などを考察し，
統合する方向で事業計闘を作成するようにしている.
その結果，平成14年度には，成入学級{いきが
い)を見捜し・廃止とし，大学事業の一体化を闘った
すなわち，名称を「古賀市市民大学j座学と実習をプ
ログラム化して生涯学習の理念化を務発している固
さらに，各大学の実行委員会を廃止した 古賀市市民
大学の名称を「コスモス市民大学J~:変更している
{民間運営のヒューマンカレッジとの関係上市民参
画の公民館事業を目ざし[市民ボランティア募集j事
業を立ち上~j. 7人が応募している.この年「サボー
ター制度Jを立ち上げている幽
平成15年E草には{コスモス市民大学jの名称を変
更し. rコスモス市民講座jとしている.この講座は，
毎年募集するシステムで，単位制の学習システムには
していない.
平成16年度には「市民共働のまちづくりjと「生
涯学習によるまちづくりjを[コスモス市民講座jで
展開している.ここでは，講座で学習したことを地域
や子ども，高齢者に還元する循環学習の形態づくりを
ねらっている.
平成17年度は，課題として，講座の自主運営化を
目ざし，受講料を f一般会計への歳入からスタッフ会
への移行jを懸案としている.
平成18年度には，課題として，実習コースの自主
運営のための役割分担制を組み，収支決算の報告会を
実施している.
このような経緯を経て，趣味教義の分野は自主講座
として発展成長し，平成20年度は，現在の「古賀市
コスモス市民講座jの「講演会コースJ(年11回)と，
「実習コースJ(6コース，各コース10回)になって
いる
注目したいのは，この講座を支援する市民による
「市民講座サボーダー制度jは，平成14年度からス
タートしている.
2)なぜ今，市民講座サボーターの養成か
ではなぜ今，市民講座サボーターの養成が必要なの
か.そのねらいは「市民による講座のレベルアップ，
市民による自立講座への段階的養成(乳離れ自立への
支援に市民による講座プランナーの養成j等である.
市民サボーターが関係の講座出身者であることを考
えると，市民講座で育った市民が，今度は，自ら講座
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のお世話役になり，さらに講座の企闘をするまでに
成長したことになる，この発達段階に注目いただきた
い閉さらに，講座の企画に「学習の成果を地域活動に
還元するj観点が待っている.古賀市では既に平成
16年度に，講座で学習したことを還元する循環型学
習の形態づくりをねらっている
3)市民講座の現状把握・診断
今年度の講座の企画に当たって，担当者と確認・把
握したことは次の点である‘
(1) 来年度へ向けて実習コースをどのように企画すベ
きか
「①体力と健康づくりjコース(約3年目)Jでは，
「野外ウォーキングのコースがマンネリ化しているj
「古賀市内を電車で出て新コースを実施すると参加者
が少なくなるjとの反省が出された.
「②f古賀と地域を知るjコース{約4年目)Jでは，
[4年間も実施したので，古賀を知り尽くした感じが
ある幅J[史跡等だけではなく，古賀の全体をと考える
がネタが難しい.Jがあげられた.
「③[親父の食と調理jコース{約3年目)Jは，講
座の時間が無く，料理の下ごしらえまでできない等の
意見が出された.
[@[からだと言葉で表現しようjコース〈約3年
間)Jでは[講師の意志は，市民劇団の基礎をしたい
というものがあるが，年配の受講者にはその意識はな
い.若手の受講者にはその意識がある.受講者の意識
にズレがある.Jが出された.
例えば，講師との交渉などは任せられるのか.自主
運営に移行した際 (NPO法人化を含む)に，本当に
負担を感じずに運営に協力してもらえるのか.
(5) 実習コースについてのルール化(ある程度の〉は
必要なのか
コスモス市民講座の目的は，学んだととを地域に生
かす・活用することである.それには，自主グループ
の活動も含まれる.実習コースについては，趣味の
コースにはしないというルールがある.現状は=実苦手
コースは何年までというルールはない.
4)担当者の今年度の講座への要望
今年度の講座に対する担当者の要望は下記の通りで
あった
① 今年度1月に実施予定である「市政シンポジウ
ムJ (講演会コース)の企画が難しい調その企画に
ついて教えていただきたい
③来年度の実習コースの企画について教えていただ
きたい.
③ 自主運営という方法が可能なのか，実現するため
に必要な考え方{スタッフが本当に取り組めるのか
を含め}を教えていただきたいー
※ 以上の点について，ワークショップ形式等で取り
組みたい.
3.平成20年度 f市民講座スタッフJによる
プログラム開発研修
「⑤「ものづくり・木工jコース(約4年目)Jでは 1)講座が目指したもの
「参加者の回定化j等がでている
「⑧「カメラで表現jコース(1年目)Jでは， [参加
者の技術や参加目的に格差jがある.
(2) 担当スタッフを入れ替えた方がいいのか
平成18年度→四年度は担当スタッフの変更を一部
行ったが， 19年度→初年度は変わっていない 2~
3年は継続させる方向を示した
(3) 講座スタッフの中に中心となるリーダーをどう育
てるのか
今まで，スタッフの中心であったりーダーの参加が
厳しくなり，現在はスタッフ活動を休止している.そ
れまでは，スタッフ会議の司会等，そのリーダーが中
心となり動いていた 現在は， YSさんが行っている
YSさんに負担がかかっている.
(4) ボランティアであるスタッフにどこまで要求でき
るのか
古賀市では，今年度の隷康の目的を「これからの生
涯学習社会は，単に個々人の I趣味・教義jを充実さ
せるだけのものではなく，地域や生活課題解決のため
の主体的に係わる人づくりが求められており，その為
のーっとして講座を開設します. [学習に励みJ[学習
を楽しみJ[成果を箔ー かしjながら，生涯学習を推進
し受講生一人ひとりが，さまざまな活動に係わり，よ
り良い人間関係を築き，豊かで活力ある人づくりに資
すること，さらに生涯学習に携わる市民の意識向上を
図るjとしている.講座の目指すポイントは， [学習
に励みJ[学習を楽しみJ[成果を活かすjである.
2) [市民講座スタッフjによるプログラム開発の企
画の観点
次年度講座の講座企画に役立つ企画の改良と新規開
発(グループワーク)をめざし，その市民講座企画の
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視点・要点として. r市民ニーズを捉えたプログラム
企画・改良」を手がけた.
特に，プログラム改良の視点(改良の処方築)とし
ては，一つは，①3年以上の講座の発展と改良の視点
としては. r学び・学習した成果を地域に還元Jr社会
参加のプログラムを1コマでも入れてみる」とした.
すなわち. r学習成呆の地域還元Jと「社会参加プロ
グラムの導入」である 二つには，②市民のニーズに
合った講座を新規に立ち上収公募する手法の導入で
ある.三つには，③講座修了者を「自主学習グルー
プ」に組織化する方向性の導入である.
3) Wコスモス市民講座スタッフ養成講座』プログラ
ム案(表 1参照)
表 1 呼成20年度高齢者はつらつ活動槌点事業地域ポラシティア曾圃
古賀甫『コ汎モス市民謙虚スタラフ養成講座』プログラム.'"
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0韓轟ー演習(90分)
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[l嗣固1 「市民ェーズを促えた
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19:叩-21:凹 [市民講座プログラム企画作
』町
市役所402 成)
会.室 一実習ロース企画ー闘亮@ー
0蹄轟(30分) -プログラム作成の援返
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lO/29uk) {自主運営'NPO化への展望} -市民情座ボランティア
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会磁宣 「蝶しく I地域活動への揖鞍』 る
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4. r市民講座スタッフ』によるプログラム
開発の企画の実際
1)第1回:まず，先進事例祖視察研修として，飯塚
市「飯塚熟年者マナピ塾視察」を入れたその，取
組みの特徴と視察のポイントとして，①実践的活動
から学ぶ，②自主活動を学ぶ，③担当者との情報交
流を掲げ実施した.
2)第2回.講義と演習として. rシンポジウム企
画」を課題とした.すなわち「今年度2月5日に
実施予定である「市政シンポジウムJ(講演会コー
ス)の企画をした
講義「市政シンポジウムの企画・立案Jでは，
「市政シンポジウム」の意義として，①市民と行政
の相互理解(学び・・理解し・・納得し・・行動す
る).②市政の理解，③市民の学習・理解・納得・
行動について論考した.また. r市政シンポジウム
テーマ選定の手法Jとして，①古賀市の平成20年
度の重点施策からの選定，②古賀市の意識調査(市
民の要望からの選定)，③スタッフによる直接「市
長インタビューJからの選定，④コスモス市民講座
のアンケートからの選定(古賀の財政，予算，環境
問題，公園，都市公園整備，交通体系，パス問題，
古賀市マップ作り・-観光，古賀市の・文化・史跡
案内ボランティアなど)の視点を提言した.さらに，
引き続き，①登壇者の候補推薦，②登壇者の決定を
した.また，演習(グループワーク)では，①シン
ポジウムプログラム作成，②ちらし作成の手順を示
し実践した.
3)第3回講義・演習として. r市民ニーズを捉え
たプログラム企画・改良①(市民講座企画の視点・
要点)Jを掲げ，次年度講座の講座企画に役立つ企
画の改良と新規開発(グループワーク)実習・企画
した
「実習コース企画」では，テーマとして「平成21
年度へ向けて実習コースをどのように企画すべき
か」を掲げ，まず，下記の平成20年度の講座の現
状診断をした.すなわち，①「体力と健康づくり」
コース(約3年目)，②「古賀と地域を知る」コー
ス(約4年目)，③ I親父の食と調理」コース(約
3年目).④ Iからだと言葉で表現しよう」コース
(約3年目)，⑤ Iものづくり・木工」コース(約
4年目)，⑥「カメラで表現Jコース(1年目)の
講座である.
その「プログラム改良の視点(改良の処方筆)と
しては，①3年以上の講座の発展と改良の視点，②
学んだ・学習した成果を地域に還元，③社会参加の
プログラムを 1コマでも入れてみる，④市民のニー
ズに合った講座を新規に立ち上げ公募する，⑤講座
修了者で「自主学習グループ」を組織化できないか
等を提言した.
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4)第4回は，演習として「市民ニーズを捉えたプ (表 2参照)
ログラム新規開発，②(市民講座プログラム企画作 創ロスモ哨座点検
成)を掲げ，次年度講座の講座企画に役立つ企画の
改良と新規開発(グループワーク)した.
まず. r前回の振り返りJとして，①さらな
る・・・改善・修正はないか，②点検項目(・開催
時間は， ・実施季節は講師は・・出前講義の活
用は，古賀市民の活用は，古賀の宝の活用は，場所
は，内容は)の視点で点検した.
次に. r市民のニーズに合った講座を新規に立ち
上げ・・・公募する」では. r新しい講座の企画の
視点」として，①既存の講座のチェックの視点とし
て，理念的には，住民のニーズに合っているか.時
代のニーズに合っているか.具体的には参加者は多
いか.参加者は満足しているか.改善点はないか.
廃止すべきか.等を提示した.②新規講座企画立案
の視点として，理念的には，コンセプトとして，市
民は今，何を求めているか.市民は何を学びたいか.
市民に必要な学習は何か.市民に学んでもらいたい
学習は何か.市民に知らせたいものは何か さらに，
現代的必要課題として，今，必要とされているのは
何か.古賀市の重点施策は何か(市民は知っている
か)等がもとめられる.さらに，現実味を帯びて検
討が必要なのは，具体的に講座に人は集まるのか，
どんな講座なら，人が集まるかの視点からの講座開
発が求められるのである.
また，市民のニーズ調査の方法としては，①古
賀市の市民意識調査の活用，②インタビューによる
活用，③国・県，民間等の他機関の講座調査の活用
(講座を市民に聴かせたい，受けさせたいのか等)
があるととを提言した.演習での成果は表-2である.
5)第5回は，講義では. r学びを地域に活かす活動
とは」のテーマで，自主運営に向けて，自主運営・
NPO化への展望を論じた.また，インタビューダ
イアローグでは. r楽しく l地域活動への挑戦」と
して，市民講座ボランティアの活動の可能性を協議
考察した.
5.市民講座プログラム開発・改革の視点
一実践からの考察ー
講座開発・改革をスタッフによる実践から考察した
い.今年の講座の新しい視点を振り返り. r学習成果
を地域へ還元する」とした3凶.
1) 3年・ 4年目の継続している講座の改善の視点
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させるととが求められる. r学習社会Jから「ボラン
ティア社会」への移行である そのためには，学習の
仲間と楽しく，自己向上・自己表現し，地域のために
生かす・活用の視点を忘れてはならない.
6)楽しく地域活動への挑戦
地域での学習活動は，楽しいととが第ーである.楽
しくないと継日続しない.そこで，楽しい学習の機会づ
くりは，楽しい場づくり，居場所づくりである.次に，
財政の確保(会費，補助金，事業ごとの広告・スポ
ンサー探し，共催・協賛・後援・協力)等である.さ
らに，新しい時代は，情報発信・情報収集，インター
ネットの確保等が大事であり，楽しく地域活動へ発展
講座への参加者がいて講座が継続していることは， することが求められる.
評価の高い講座の一つである.次のステップとして，
継続している学習者の「学んだ・学習した成果」を地 6. おわりに
域に還元する視点が大事である.その最初の段階とし
て，社会参加のプログラムを 1コマでも入れてみるこ
とも一つの手法である.
2)市民のニーズに合った講座を新規に立ち上げ・公
募する
講座の開発には，市民は今，何を求めているか.何
を学びたいか.市民に必要な学習は何か.さらに，現
代的必要課題として，今，必要とされている学習は何
か.古賀市の重点施策は何か(市民は知っているか)
等がもとめられる. (キ新規事業を企画立案の視点・
第4回を注目・参照する)
3)講座修了者で「自主学習グループ」として組織化
できないか
学習者が自主運営講座へと発展する視点である.そ
のためには，①実費徴収する方式で講座開発する.さ
らに，②NPO法人として発展させ，学習グループが
経営体として発展方式である.
4)自主運営に向けて
さらに，自主運営グループに発展するにはグループ
運営が重要である.その，学習グループの運営には，
①共通目的の確保，②活動内容の工夫，③指導内容の
広がり・工夫，④役割分担と参加できやすい運営，⑤
メンバーの確保への工夫，⑥「目的達成機能Jと I集
団維持機能」とのバランス・工夫が求められる.
5)学習成果を「公共jへ還元の雰囲気づくり
また，学習者の「承認の喜びJ， r自己表現・自己
実現の喜び」を満たし，生き甲斐づくりに結びっくに
は，学びの成果を「公共」へ還元の雰囲気づくりが大
事である.さらに学習の成果を「公共Jから「地域へ
の還元J• r地域社会貢献」・「ボランティアJと発展
本論は，学習の成果を積み上げた，市民スタッフに
よる市民講座開発・改革の実証的な実践研究の過程で
ある 改めて今，感じることは，地域には学習を積み
上げた素晴らしい人々がいる，すなわち「公共Jを担
う人材は存在し，その人材育成と活用も可能であると
いうことである.そして，これらの人たちは開発の手
法を身につけると格段のプログラム開発を行うのであ
る.それは，学習の実践者であり，人生の生き抜くノ
ウハウを培ってきた人たちならではのすばらしさであ
る.すなわち，乙の人たちの活用は求められており，
プログラム開発は可能であることである.その，市民
スタッフ養成のプラグラムを提供できたので，参考に
して頂きたい.さらに，このプログラム自身も改善の
余地があり，改良を積み重ねていきたい.
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